
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

イノシシに出会った時には 

①騒いだり、近づいたりしない 

 ・大きな音を鳴らす、大声をあげる行為はイノシシを興奮させる原因となります。 

 ・棒を振り回す、石を投げるような攻撃行為は絶対にやめましょう。 

 ・幼獣（うり坊）でも親が近くにいる可能性があるため、近づくのは危険です。 

②その場から静かに立ち去る 

 ・イノシシへ背中を向けず、ゆっくりと後ずさりして距離をとりましょう。 

 ・イノシシの視界から見えなくなるように物陰などに身を隠しましょう。 

③高い場所、近くの建物内へ身を隠す 

 ・イノシシが威嚇している（背中の毛が逆立っている、カチカチと口から音を出している） 

  状態は非常に危険です。石の上や木の上など少しでも高いところへ避難しましょう。 

 

イノシシに出会わないためには 

①エサを与えない 

 ・直接的な餌付けはもちろんですが、畑に放置された農作物、屋外に置かれた生ごみなどは 

無意識の餌付けとなります。また、イノシシは学習能力が高く、エサがあった場所に再び 

出没することがあるため、エサとなるようなものを放置しないでください。 

②隠れる場所をつくらない 

 ・イノシシはとても臆病であり、姿を隠しながら移動するため、農地および集落周辺のやぶ 

  は隠れる場所となります。イノシシの隠れ家や住み家とならないよう、やぶや草むらは 

定期的に刈り払いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

諫早市有害鳥獣対策課 TEL：0957-22-1500（代） 

イノシシに 

ご注意を ！ 

イノシシによる人身被害が 

県内でも発生しています。 

出会った時には焦らずに 

安全確保につとめましょう。 

～イノシシの特徴～ 

 イノシシは本来臆病な動物であり、人間と出会っても

一目散に逃げていくことがほとんどです。 

 しかし、ケガをしている、逃げる場所がない、幼獣（う

り坊）が近くにいる場合などは突進してくる可能性があ

ります。 


